
生 徒 心 得  

 

                                                       日置市立日吉学園（後期課程）生徒指導 

 

 １ 学校生活  

  (1) 登校 

・ 通学方法については，徒歩 1.5ｋｍ未満，自転車 1.5ｋｍ以上，バス・タクシー（扇尾） 

とする。  

・ 通学は交通安全に気をつけ，定められた通学路を登校する。  

・ 自転車通学生は，自転車通学生の心得を確実に守り，交通安全に気をつけながら１列  

で登校する。 

※ ヘルメット，タスキを必ず着用する。 

・ 登校時の服装は，制服を基本とし，ネクタイ・リボンをしっかりつける。  

 

(2) 登校時刻  

・ 時間に余裕を持って登校し，８時０５分までに教室に入り朝の準備をする。 

・ 登下校時には，感謝の気持ちを込めて校門で一礼する。  

 

(3) 朝のボランティア活動  

・ ボランティア活動する際は，一旦教室へ荷物を置き活動する。  

 

(4) 朝読書（朝学習）  

・ ８時５分から静かに朝読書・朝学習の準備を始める。  

・ 納金や課題の提出等は朝読書前に済ませておく。 

 

(5) 黙想  

・ 「黙想」の時間には静かに黙想し，１日の目標（朝）をたてたり，反省（帰り）をし  

たりする。  

 

(6) 朝・帰りの会  

・ 始まりの時間を守り，学級の計画にしたがって，日直の司会で静かに話し合いをする。 

   ※ 教科連絡は昼休み時間までに済ませる。  

   ※ 配布物は全員で協力して行う。  

 

(7) 授業  

・ 始業は時計によって時間を守り，２分前着席，１分前黙想を徹底する。  

 ※ 令和２年度からノーチャイム  

・ 『学習の心得４ヶ条』をしっかりと守る。 

 

(8) 休み時間  

・ 休み時間は，教室を移動したり，次の時間の準備をしたりする時間です。  

用便やその他の用事を早く済ませておく。  

 

(9) 給食  

・ 当番は給食着やマスクなどを正確に着けて，早めに配膳が出来るようにする。  

・ 当番以外の生徒は，手洗いを早めに済ませ，着席し静かに配膳を待つようにする。  



 

(10) 清掃  

・ 作業開始５分前の放送で作業区域に移動し，作業の開始から終了まで時間いっぱい  

 無言で清掃をする。  

・ 作業用具は大切に扱い，元あった場所に片づける。  

 

(11) 下校  

・ 下校前，教室や廊下の戸締まりや整理整頓をしてから帰る。  

・ 下校時間を正しく守り，時間を過ぎて活動する場合は担任の先生に許可をもらう。  

・ 用事のない人は直ぐに下校し，寄り道・買い食いをしない。 

 ※ 一定の場所で溜まらない  

・ 下校時は登校時と同じように，交通規則をしっかりと守り，交通安全に気をつける。  

・ ヘルメット，タスキは自転車置き場で着用する。  

・   下校時の服装は，登校時同様，制服を基本とするが，帰りの会の服装が体育服・  

ジャージの場合，そのまま下校してもよい。  

・ 下校時刻：平日午後４時３５分  

※ 部活動生については部活動規定に準ずること。  

   ※ 午前授業の際は午後４時までは自宅待機とする。 

 

(12) その他  

・ 先生や友達，来訪者には気持ちの良いあいさつをする。  

 ※ 先手挨拶，語先後礼を心がける  

・ 校長室，職員室などの特別教室に出入りするときは，ノックをしたあと，自分の名前  

を言い，許可を得てから入室する。  

・ 自分の教室以外の部屋に入るときは，無断で入らないようにする。 

 ※ 教室移動の際は施錠をする  

・ 時と場に応じ，正しく丁寧な言葉遣いを心がける。  

 

２ 所持品  

(1) 身分証明書  

・ 身分証明書は，校内外いずれの場合も携帯します。万が一，紛失した場合は担任の先  

生に届け，再発行する。 

 

(2) 学習用具  

・ 学習用具（鉛筆，消しゴム，赤と青のボールペンまたは色鉛筆，コンパス，定規，下  

敷きなど）はきちんと揃え，必ず記名しましょう。また，過度の色ボールペン等の持参， 

使用はしない。  

   ※ 定規，下敷き等にプリクラやシールを貼らない  

 

(3) 不要物  

・ 学習に直接関係のないものは，学校に持って来ない。不要物を持ってきた場合は，見  

つけ次第保護者に取りに来てもらうことを基本とする。  

 はさみ，カッター，ナイフ，トランプ，ゲーム機，マンガ，雑誌，音楽プレーヤー， 

スマホ等の携帯電話，プリクラ，不必要な現金，その他  

 

 



(4) その他  

・ 所持品には記名する習慣をつける。  

※ キーホルダーは所有者判別を容易にする目的で小さなものを１つ付けてよい。  

・ 落とし物をしたり見つけたりした時は，すぐ先生に届ける。  

・ 忘れ物をした時は，すぐに先生に届け出て，その指示に従う。  

 

 ３ 諸届け  

(1) 欠席，遅刻，早退，見学など  

・ 欠席，遅刻をしなければならないときは，保護者が電話で事前に連絡する。  

・ 体育や諸行事などを見学しなければならないときは，事前に申し出，許可を得る。  

・ 登校してから体調が悪くなったときは養護の先生の指示を受け，下校する場合は，担  

任の先生の許可をもらう。  

 

(2) 校内の器物等破損  

・ 校内の器物等を破損したときは，直ちに近くの先生（授業中は教科担任）に届け，学  

校の指示に従って処置をする。  

※ 故意による（故意とみなされる）破損は，原則として弁償となる  

 

 ４ 頭髪・服装  

(1) 頭髪  

・ 日吉学園の校訓「立志・友愛・克己」にのった中学生にふさわしい，気品ある髪型と  

する。  

   ① 前髪は，目にかからない。  

   ② 髪が襟につく程度の長さとなったら，授業の支障にならないように後ろで束ねる。  

※ 学校生活に支障をきたす髪型は不可  

③ 使用するゴム・アメピンの色は黒・紺・焦げ茶とする。  

   ④ 整髪料などは使用しない。  

   ⑤ 脱色，毛染めなどの変色及びパーマ（縮毛矯正を含む）などをしない。  

   ⑥ １部分を極端に伸ばしたり短くしたり，斜めに刈り込んだりしない。  

⑦ 寝ぐせ等はしっかり整えてから登校する。  

⑧ 眉に手を加えることは絶対にしない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ネクタイ，リボ  

ンを付ける。  ・ネーム  

・名前  

スカート丈は膝下  

※  膝頭が出てはいけない  

 

運動靴は白  

※  スニーカーやデッキ

シューズ，スニーカー

ソックスは認めていま

せん  



(2) 服装  

・ 服装は学校で定められた制服とする。  

・ 肌着については，白・黒・紺・灰色で無地のものを着用する。  

・   ネクタイ，リボンは登下校，集会の時はつけるが授業中は外してもよい。  

  ・ スカート丈については，膝頭が出ない長さを基本とする。  

・   靴下は無彩色を基本とし，華美でないワンポイントは許可するが，スニーカー  

ソックスはくるぶしを守るためにも禁止する。（くるぶしが完全に隠れる長さ）  

  ・ 防寒着の規定は次の通りとする。尚，その使用可能期間については，気象状況等に応  

じて検討し連絡をする。  

① 上着の下に着用する場合  

★ セーター，カーディガン，ベスト  

  …  白・黒・紺・灰色(ワンポイントは可 ) 

※ ハイネック，長い丈・フード付は不可  

※ 上着の下，袖口からはみ出さないように着る。  

※ カッターシャツの上に着用し，上着を脱ぐ際は防寒着も脱ぐこと。  

     ※  ジャージを上着の下に着ないようにする。  

★ タイツ … 黒 (スカート着用時のみ) 

② 登下校時  

★ 手袋        … 白・黒・紺・灰色を基調（ワンポイントは可）  

★ ネックウォーマー   … 白・黒・紺・灰色を基調（ワンポイントは可）  

★ マフラー       … 白・黒・紺・灰色を基調  

     （自転車通学生は事故防止の視点から，ネックウォーマーを使用）  

★ ウインドブレーカー  …厳冬期(部活やクラブチーム等で使用 )の着用を認める。  

※ 手袋，ネックウォーマーは生徒玄関で着脱をする。  

     ※  ウインドブレーカー（部活やクラブチーム等で使用）は教室で着脱をする。 

③ その他の注意事項  

★ カイロ等の使用は可（使い終わったゴミは家で処理をすること）。 

 

 

５ 校外生活  

(1) 早寝早起き朝ごはんの習慣をつける。  

(2) 夜間外出や外泊は絶対にしない。  

(3) 外出時は，行き先や目的・帰宅時刻をはっきり告げ，日没前に帰宅できるよう努める。 

(4) すすんで家事や手伝いをする。  

(5) 公共施設使用の際は，必ず管理者の許可を受け，マナーを守って使う。  

(6) 公的交通機関の使用の際は，他人の迷惑にならないように努める。  

(7) 交通規則を守り，自他の安全に努める。 

(8) 地域の行事には進んで参加する。  

(9) 携帯スマホの所持は原則として認めていない。  

 

 

※   この生徒心得は「生徒会入会式」において，生徒会役員が毎年確認する項目です。この規

定は，生徒会を中心に，生徒，学校，PTA が十分に話し合って決めたことを自覚して，しっ

かり守っていくようにしましょう。  

 


